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卓話 「社会奉仕　炉辺談話報告」 橋本（芳）委員長
 「剣道について」 橋本（徹）会員
Weekly No. 1477は青木委員が担当しました。
Weekly No. 1478は澤井委員が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 坂口会長

先週内容

次週 第1478回 例会予告　平成24年11月19日
ロータリー財団月間

Weekly No.1477／ 平成24年11月12日

卓話 「ロータリー財団月間」 清水委員長
 「健康長寿と８０２０の運動」 
   新井パスト会長
今週の歌「四つのテスト」

第1477回例会　平成24年11月12日 阿部幹事幹事報告

自分の能力を最高に発揮する方法の一つは、
visualization（視覚化）です。不安であったり、
あがったり、様々な理由で自分の実力どおりの
結果は出ないのですが、逆に訓練によって克
服することが可能です。頭の中で苦手な状況
や場面を再現し、そして実行するという訓練
です。頭の中にまず大勢の人がいる場面を想
像します。そして、その大勢の人前であなたは
実行するのです。目をつぶって頭の中でその
場面をできるだけ鮮明に思い浮かべることを
何度もくりかえします。すると本番では集中
すれば最高の結果を得ることができるでしょう。

◦本年度第2組、IMの案内が届きました。来年2
月2日㈯、ホテル阪急エキスポパークにて開
催されます。パンフをお配りしました。回覧を
回しておりますので出欠をご記入ください。
◦月初ですので、11月誕生月のお祝いを致します。
◦米山奨学会より表彰が届いております。
 米山功労者　７度目　新井会員
 　　〃　　　２度目　坂口会員
 　　〃　　　初　回　橋本（芳）会員

①ロータリー東日本震災復興基金
＊基金　約￥300000000　プロジェクト総
額－持出金＝申請金額。持出金に対して
150％～170％の基金が出ます。
＊TRF（ロータリー財団）の管理下にあり
最終的には基金はTRFから送られる。
＊プロジェクトの承認は東日本震災復興基
金日本委員会（小沢一彦トラスティー）
　神奈川県横須賀RC
＊プロジェクトを申請してから基金が下り
てくるまで、2か月～3か月かかります。
（2012年3月31日申請は終了）

②第2660地区東日本震災復興支援基金
＊基金　約￥80000000　申請書を出し
て、約１週間から10日でプロジェクトの
承認が下ります。
＊対象プロジェクト：東日本震災復興支援
を対象とし、クラブ拠出金が20万円以上
＊申請金額：20～100万円/件　程度
＊原則クラブが申請できる回数は年度中１
回、ロータリー財団補助金との併用もで
きます。（2012年8月31日申請終了）

[吹田西ロータリークラブ５回の東日本災害復興支援プロジェクト]

①被災地住民に安全な飲料水を提供する生活
支援プロジェクト
　予算　￥5400000（ロータリー財団基金）
②被災児童、生徒が供する移動バスの寄贈
　予算　￥5200000（地区からの返金70万の

一部50万使用）
③作業用長靴配布プロジェクト
　予算　￥8400000（ロータリー財団基金・
地区基金）
④被災校舎の改築に伴う「安全・安心な飲料
水」の提供「大槌町　改築中の校舎」
　予算　￥1450000（ロータリー財団基金・
地区からの返金70万の一部20万使用）
⑤東日本大震災の被災地に「安全・安心な飲
料水を提供する「大槌町　中央公民館」
　予算　￥2300000（マッチンググラント）

【東日本震災復興の現状】
＊生活支援はほとんど行き渡ってきた。
＊恒久的仮設住宅がほしい。
　（仮設住宅には、いまだに４万人）
　仮設⇒⇒恒久的住宅　0.5％
＊仮設住宅で生活している高齢者が運動不足
に怠り、高齢者が運動できる器具が必要。
＊子供たちの心のケアーが必要（学校も仮設
住宅、運動場も仮設住宅・子供たちの運動
場所の確保）
＊これからの大事なことは自分達の自立問
題。
＊瓦礫は１次処理が終わって30％が終わった
ところ。

米山奨学生 楊煜凱 さんに奨学金授与
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出席報告
●会　員　数 48名 ●来　　　　客 1名
●出席会員数 35名 ●本日の出席率 79.55％
●10月15日の出席率（メーキャップを含む） 100％

◦ロータリーの友11月号が届きましたのでお配
りしました。

橋本（芳）委員長社会奉仕委員会

11月1日㈭、AM7:30より、江坂企業協議会担
当のクリーンデーがありました。
参加者は、瀧川、毛利、澁谷、岡、橋本（徹）、
伊藤、阿部、紙谷、清水、榎原、髙木、山岡、西村、
瀬川、橋本（芳）各会員の15名と、多くの参加
者がありました。ありがとうございました。
次回は我々吹田西RCの担当です。来年2月で

すが、よろしくお願い致します。

榎原委員長親睦活動委員会

2012年クリスマス家族例会のご案内

日時：2012年12月17日（月）
 受付PM5:00～　開演PM6:00～9:00

場所：新大阪江坂東急イン　ボールルーム

会費：会員￥15,000      ご家族￥10,000
 子供（小学生高学年）        ￥5,000
 子供（小学生低学年以下）￥3,000
 洋食フルコース・飲み放題

内容：出来るだけ多くの会員・ご家族に参加し
ていただき、思い出の残る楽しいクリス
マスを過ごしていただきます。

 今年はコメディエンターティナー「Mr.Okuchi」
によるマジック・パントマイム・ジャグリ
ングでお楽しみいただきます。

田中（孝）委員長米山記念奨学会委員会

本日、荻田会員、由上会員より、特別寄付を
頂きました。ご協力ありがとうございました。

清水委員長ロータリー財団委員会
本日、荻田会員より、特別寄付を頂きました。

ご協力ありがとうございました。
今月はロータリー財団月間です。皆様よろしく

お願い致します。

矢倉副委員長

①ロータリー東日本震災復興基金
＊基金　約￥300000000　プロジェクト総
額－持出金＝申請金額。持出金に対して
150％～170％の基金が出ます。
＊TRF（ロータリー財団）の管理下にあり
最終的には基金はTRFから送られる。
＊プロジェクトの承認は東日本震災復興基
金日本委員会（小沢一彦トラスティー）
　神奈川県横須賀RC
＊プロジェクトを申請してから基金が下り
てくるまで、2か月～3か月かかります。
（2012年3月31日申請は終了）

②第2660地区東日本震災復興支援基金
＊基金　約￥80000000　申請書を出し
て、約１週間から10日でプロジェクトの
承認が下ります。
＊対象プロジェクト：東日本震災復興支援
を対象とし、クラブ拠出金が20万円以上
＊申請金額：20～100万円/件　程度
＊原則クラブが申請できる回数は年度中１
回、ロータリー財団補助金との併用もで
きます。（2012年8月31日申請終了）

[吹田西ロータリークラブ５回の東日本災害復興支援プロジェクト]

①被災地住民に安全な飲料水を提供する生活
支援プロジェクト
　予算　￥5400000（ロータリー財団基金）
②被災児童、生徒が供する移動バスの寄贈
　予算　￥5200000（地区からの返金70万の

一部50万使用）
③作業用長靴配布プロジェクト
　予算　￥8400000（ロータリー財団基金・
地区基金）
④被災校舎の改築に伴う「安全・安心な飲料
水」の提供「大槌町　改築中の校舎」
　予算　￥1450000（ロータリー財団基金・
地区からの返金70万の一部20万使用）
⑤東日本大震災の被災地に「安全・安心な飲
料水を提供する「大槌町　中央公民館」
　予算　￥2300000（マッチンググラント）

【東日本震災復興の現状】
＊生活支援はほとんど行き渡ってきた。
＊恒久的仮設住宅がほしい。
　（仮設住宅には、いまだに４万人）
　仮設⇒⇒恒久的住宅　0.5％
＊仮設住宅で生活している高齢者が運動不足
に怠り、高齢者が運動できる器具が必要。
＊子供たちの心のケアーが必要（学校も仮設
住宅、運動場も仮設住宅・子供たちの運動
場所の確保）
＊これからの大事なことは自分達の自立問
題。
＊瓦礫は１次処理が終わって30％が終わった
ところ。

誕生御祝－１１月

 昭和 39 年 11 月 3 日 田中（慶）会員ご夫妻
 平成 16 年 11 月 4 日 澁谷会員ご夫妻
 昭和 52 年 11 月 8 日 井伊会員ご夫妻
    11 月 9 日 永田会員ご夫妻
 昭和 53 年 11 月 12 日 青木会員ご夫妻
 昭和 61 年 11 月 16 日 矢倉会員ご夫妻
 昭和 51 年 11 月 23 日 由上会員ご夫妻
 昭和 53 年 11 月 23 日 坂口会員ご夫妻
 昭和 38 年 11 月 24 日 仲辻会員ご夫妻
 昭和 59 年 11 月 24 日 田中（孝）会員ご夫妻
 昭和 47 年 11 月 26 日 石﨑会員ご夫妻
         以上11組

結婚御祝－１１月

ゲ　ス　ト 榎原委員長

 米 山 奨 学 生 楊 煜 凱  様

第24回第2660地区ガバナー杯争奪
軟式野球大会  結果報告

第3戦　11月4日㈰　サントリー球場
　　　　対吹田RC戦

清水会員野球同好会
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◆家村会員
江坂大池地区公民館の28回目の文化祭、
成功裡に終える事が出来ました。ありが
とうございました。
◆坂口会員
ニコニコをよろしくお願いします。
◆阪本会員
お陰様で地域の文化祭、盛大に実施出来
ました。
◆澁谷会員
結婚祝いのお花ありがとうございました。
◆阿部会員
野球同好会、勝利おめでとうと欠席のお
詫び。
◆宮川会員
坂口会長様には教育に大変お世話にな
りまして感謝申し上げます。
◆河邊会員
楊君、大学は楽しいですか。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 23,000円
 累計のニコニコ箱 490,591円

ニコニコ箱 新井副SAA

卓　　話卓　　話

①ロータリー東日本震災復興基金
＊基金　約￥300000000　プロジェクト総
額－持出金＝申請金額。持出金に対して
150％～170％の基金が出ます。
＊TRF（ロータリー財団）の管理下にあり
最終的には基金はTRFから送られる。
＊プロジェクトの承認は東日本震災復興基
金日本委員会（小沢一彦トラスティー）
　神奈川県横須賀RC
＊プロジェクトを申請してから基金が下り
てくるまで、2か月～3か月かかります。
（2012年3月31日申請は終了）

②第2660地区東日本震災復興支援基金
＊基金　約￥80000000　申請書を出し
て、約１週間から10日でプロジェクトの
承認が下ります。
＊対象プロジェクト：東日本震災復興支援
を対象とし、クラブ拠出金が20万円以上
＊申請金額：20～100万円/件　程度
＊原則クラブが申請できる回数は年度中１
回、ロータリー財団補助金との併用もで
きます。（2012年8月31日申請終了）

[吹田西ロータリークラブ５回の東日本災害復興支援プロジェクト]

①被災地住民に安全な飲料水を提供する生活
支援プロジェクト
　予算　￥5400000（ロータリー財団基金）
②被災児童、生徒が供する移動バスの寄贈
　予算　￥5200000（地区からの返金70万の

震災復興担当　家村パスト会長
「震災復興支援基金の利用方法」

一部50万使用）
③作業用長靴配布プロジェクト
　予算　￥8400000（ロータリー財団基金・
地区基金）
④被災校舎の改築に伴う「安全・安心な飲料
水」の提供「大槌町　改築中の校舎」
　予算　￥1450000（ロータリー財団基金・
地区からの返金70万の一部20万使用）
⑤東日本大震災の被災地に「安全・安心な飲
料水を提供する「大槌町　中央公民館」
　予算　￥2300000（マッチンググラント）

【東日本震災復興の現状】
＊生活支援はほとんど行き渡ってきた。
＊恒久的仮設住宅がほしい。
　（仮設住宅には、いまだに４万人）
　仮設⇒⇒恒久的住宅　0.5％
＊仮設住宅で生活している高齢者が運動不足
に怠り、高齢者が運動できる器具が必要。
＊子供たちの心のケアーが必要（学校も仮設
住宅、運動場も仮設住宅・子供たちの運動
場所の確保）
＊これからの大事なことは自分達の自立問
題。
＊瓦礫は１次処理が終わって30％が終わった
ところ。

親子対決の試合、初回から打線が爆発！ 4
回で23点を奪い、投げては、岡⇒大藤⇒紙
谷の豪華リレーで1点に抑え、23対１で大
勝致しました！
当日は瀧川P会長が応援に駆けつけて頂き、
飲み物の差し入れを頂戴致しました。本
当にありがとうございました。

現在、2勝1敗　勝ち点4　得失点差＋33

第4戦予定
日時：11月18日㈰　三重県ミキハウス球場
　　　対大阪平野RC
　　　第5試合 15:50試合開始

 チーム名 一 二 三 四 五 六 七 計 
 吹田 0 0 0 1 0   1
 吹田西 6 0 12 5 X   23

第３戦結果
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①ロータリー東日本震災復興基金
＊基金　約￥300000000　プロジェクト総
額－持出金＝申請金額。持出金に対して
150％～170％の基金が出ます。
＊TRF（ロータリー財団）の管理下にあり
最終的には基金はTRFから送られる。
＊プロジェクトの承認は東日本震災復興基
金日本委員会（小沢一彦トラスティー）
　神奈川県横須賀RC
＊プロジェクトを申請してから基金が下り
てくるまで、2か月～3か月かかります。
（2012年3月31日申請は終了）

②第2660地区東日本震災復興支援基金
＊基金　約￥80000000　申請書を出し
て、約１週間から10日でプロジェクトの
承認が下ります。
＊対象プロジェクト：東日本震災復興支援
を対象とし、クラブ拠出金が20万円以上
＊申請金額：20～100万円/件　程度
＊原則クラブが申請できる回数は年度中１
回、ロータリー財団補助金との併用もで
きます。（2012年8月31日申請終了）

[吹田西ロータリークラブ５回の東日本災害復興支援プロジェクト]

①被災地住民に安全な飲料水を提供する生活
支援プロジェクト
　予算　￥5400000（ロータリー財団基金）
②被災児童、生徒が供する移動バスの寄贈
　予算　￥5200000（地区からの返金70万の

一部50万使用）
③作業用長靴配布プロジェクト
　予算　￥8400000（ロータリー財団基金・
地区基金）
④被災校舎の改築に伴う「安全・安心な飲料
水」の提供「大槌町　改築中の校舎」
　予算　￥1450000（ロータリー財団基金・
地区からの返金70万の一部20万使用）
⑤東日本大震災の被災地に「安全・安心な飲
料水を提供する「大槌町　中央公民館」
　予算　￥2300000（マッチンググラント）

【東日本震災復興の現状】
＊生活支援はほとんど行き渡ってきた。
＊恒久的仮設住宅がほしい。
　（仮設住宅には、いまだに４万人）
　仮設⇒⇒恒久的住宅　0.5％
＊仮設住宅で生活している高齢者が運動不足
に怠り、高齢者が運動できる器具が必要。
＊子供たちの心のケアーが必要（学校も仮設
住宅、運動場も仮設住宅・子供たちの運動
場所の確保）
＊これからの大事なことは自分達の自立問
題。
＊瓦礫は１次処理が終わって30％が終わった
ところ。

2012年度
ロータリー青少年指導者養成プログラム
「秋のライラ（上級）」報告書

日　時　2012年10月6日（土）～8日（月・祝）
場　所　六甲山YMCA
テーマ　「心の中を見つめて、
　　　　　　自分の未来像を探求しよう！」
主　催　国際ロータリー 第2660地区
ホスト　箕面ロータリークラブ

株式会社ビケンテクノ　　
秋田 辰次郎 様

　この度、上級ライラ研修に参加させて頂き
ました。
　まず基調講演では財団法人CIESF・代表取締
役の藤岡さんよりカンボジアの現状について
お話を聞きました。カンボジアは未だに地雷
が多く、確実に地雷が埋まっていない道しか
歩く事が出来ず、少しでも道を外れると地雷
を踏む危険があるそうです。カンボジアの現
状を聞いて、日本で平和に過ごしていること
に感謝しなければいけないと思いました。し
かし今日本ではいじめ問題や覚せい剤問題等
があります。このような日本を世界では “カン
ボジアより貧しい”と思われていることをおっ
しゃっていてショックを受けました。
　2日目は理想のリーダーについて班に分か
れて話し合いました。まず「健康な体であるこ
と」という意見が上がりました。リーダーが不
健康であれば部下に対して指示が出せません。
次に「信頼されること」「コミュニケーション
能力」も上がりました。コミュニケーション能
力がなければ信頼も得られないと思います。
また挫折を味わっている上司は経験が豊富だ
から、人の気持ちになって行動も出来、それが
信頼にも繋がると思いました。
　参加者と沢山コミュニケーションがとれ、
意見交換しましたが、どれも参考になり、勉強
になる意見ばかりでした。
　今回の上級ライラ研修は自分自身を見直す
良いきっかけとなりました。今後の仕事にプ
ラスになるようにこの研修を通して学んだこ
とを実践していきたいです。


